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京
福
電
鉄
が
廃
線
届
を
提
出

　

十
月
十
九
日
、
京
福
電
鉄
が
県
内
の
I
ニ
路
線
（
越
前
本

線
、
－
－
－
国
芦
原
線
、
永
平
寺
線
）
の
廃
線
届
を
国
土
交
通

省
中
部
陸
運
局
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
京
福
電
鉄
と
し
て
電
車
運
行
を
再
開

す
る
可
能
性
が
無
く
な
り
、
鉄
道
の
存
続
そ
の
も
の
に
つ

い
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
私
た
ち
の
足
で
あ
る
越
美
北
線
に
目
を
向
け
て

み
ま
し
ょ
う
。
越
美
北
線
も
こ
れ
ま
で
幾
多
の
問
題
を
乗

し
ソ
越
え
な
が
ら
営
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
十
二
月
か
ら
J
R
西
日
本
が
完
全
民
営
化
と

な
し
ソ
、
よ
り
採
算
を
重
視
し
た
姿
勢
が
強
ま
る
と
予
想
さ

れ
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
経
営
問
題
が
浮
上
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
今
、
私
た
ち
は
真
剣
に
越
美
北
線
の
こ
と
を
考
え

る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。



越美北線の列車本数と乗客数の推移（指数）本
数
は
増
え
た
け
ど
…
：

改正後（現状）改正前

福井→越前大野

発 着 発 着

6：36 7：32 6：00 6：53

9：03 9：53 9：02 9：55

11：40 12：29

13：19 14：09 13：06 14：00

14：59 15：50 14：50 15：48

16：43 17：41 16：40 17：37

18：07 18：47 18：07 19：01

18：37 19：30 19：01 19：57

19：58 20：52 20：13 21：11

21：30 22：18 21：30 22：24

μ前大野→福井

発 着 発 着

5：19 6：06 5：02 5：53

6：47 7：40 6：12 7：12

7：33 8：13 7：02 7：55

7：55 8：47

10：00 10：53 10：01 10：54

11：51 12：35 11：42 12：35

13：27 14：21

15：11 15：58 15：05 15：57

17：00 17：50 16：54 17：48

18：48 19：36 19：15 20：05

20：10 20：59 20：28 21：19

越前大野→九頭竜湖

発 着 発 着

6：28 6：56 5：47 6：18

9：59 10：27 10：01 10：32

14：10 14：38 14：02 14：31

15：52 16：20

17：47 18：15 17：43 18：14

19：41 20：10 20：03 20：34

九頭竜湖→越前大野

発 着 発 着

6：01 6：26

7：03 7：29 6：25 6：56

11：24 11：49 11：12 11：40

14：44 15：10 14：38 15：04

16：32 16：58

18：20 18：45 18：44 19：13

20：16 20：41 20：41 21：08

車
社
会
な
ど
の
影
響
大

　

上
の
グ
ラ
フ
は
、
国
鉄
か
ら
J

R
西
日
本
へ
と
民
営
化
し
て
か
ら

の
越
美
北
線
の
列
車
本
数
と
乗
客

数
を
、
昭
和
六
十
二
年
を
百
と
し

て
指
数
で
表
し
た
も
の
で
す
。
列

車
本
数
は
増
え
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
乗
客
数
が
減
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

統
計
資
料
に
よ
る
と
、
昭
和
六

十
二
年
と
平
成
十
一
年
の
県
内
の

数
字
を
比
較
し
た
場
合
、
学
生
数

は
約
八
割
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
反
対
に
自
家
用
自
動
車
の

保
有
台
数
は
、
約
I
・
八
倍
に
ま

で
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
少
子
化
で
学
生
数

が
減
少
し
た
こ
と
や
、
通
勤
に
自

家
用
自
動
車
を
利
用
す
る
人
が
増

え
た
こ
と
な
ど
が
、
乗
客
数
が
減

っ
た
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
国
道
一
五
八
号
の
整

備
が
進
ん
だ
こ
と
や
、
運
転
免
許

証
を
持
つ
人
の
数
が
増
え
た
こ

と
、
さ
ら
に
一
世
帯
当
り
の
自
家

用
車
保
有
台
数
が
増
え
自
動
車
が

身
近
な
足
代
わ
り
と
し
て
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
だ
こ
と
も
関
係

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

改
正
は
利
用
に
合
わ
せ

　

平
成
十
三
年
三
月
、
越
美
北
線

の
ダ
イ
ヤ
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

（
右
表
参
照
・
太
字
快
速
）

　

今
回
の
改
正
で
快
速
列
車
が
廃

止
さ
れ
、
福
井
―
越
前
大
野
間
、

越
前
大
野
－
九
頭
竜
湖
間
で
、
そ

れ
ぞ
れ
三
本
少
な
い
ダ
イ
ヤ
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
タ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て
J

R
西
日
本
で
は
「
通
勤
、
通
学
な

ど
に
配
慮
し
つ
つ
、
利
用
状
況
に

応
じ
た
列
車
本
数
を
設
定
」
と
発

表
し
て
い
ま
す
。

　

越
美
北
線
の
本
数
が
増
え
利
便

性
が
良
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
利
用
者
が
減
っ
た
こ
と
が
平

成
十
三
年
三
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
の

原
因
な
の
で
す
。



考
え
て
み
よ
う
鉄
道
の
こ
と

　

鉄
道
は
地
域
に
密
着
し
、

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
る
身
近
な
交
通
機
関
で

す
。
ま
た
最
近
で
は
、
環

境
問
題
や
少
子
高
齢
化
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
も

注
目
を
集
め
て
い
ま
す

鉄
道
は
渋
滞
知
ら
ず

　

鉄
道
は
渋
滞
が
無
く
、
時
間
に

正
確
な
交
通
機
関
。
ま
た
、
雪
で

も
安
定
し
た
運
行
が
可
能
な
点
な

ど
か
ら
、
日
程
の
計
画
を
立
て
る

場
合
な
ど
に
と
て
も
便
利
で
す
。

事
故
が
少
な
く
安
全

　

食
事
や
仮
眠
を
と
り
な
が
ら
、

安
全
に
移
動
で
き
る
鉄
道
。

　

毎
年
全
国
で
は
、
当
市
の
人
口

の
約
四
分
の
一
に
も
あ
た
る
I
万

人
近
く
も
の
人
が
、
自
動
車
な
ど

に
よ
る
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
今
、
事
故
の
少

な
い
点
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

免
許
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

　

高
齢
者
や
子
ど
も
を
は
じ
め
自

動
車
を
運
転
で
き
な
い
人
た
ち
に

と
つ
て
、
鉄
道
は
欠
か
す
こ
と
の

出
来
な
い
足
で
す
。

経
済
や
文
化
の
発
展

　

当
市
を
訪
れ
る
観
光
客
が
、
地

元
商
店
街
で
買
い
物
を
す
る
経
済

効
果
や
、
人
が
行
き
交
う
こ
と
か

ら
交
流
が
お
こ
る
文
化
的
な
面
な

ど
、
鉄
道
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
に
や
さ
し
い

世
界
中
で
地
球
温
暖
化
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
要
な

原
因
が
二
酸
化
炭
素
で
す
。

　

鉄
道
は
単
位
輸
送
量
（
同
じ
人

数
を
同
じ
距
離
だ
け
輸
送
す
る

量
）
あ
た
り
、
最
も
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
が
少
な
い
交
通
機
関
で

す
（
右
グ
ラ
フ
参
照
）
。
地
球
環

境
に
や
さ
し
い
こ
と
か
ら
も
、
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
　

「
鉄
道
が
あ
る
」
こ
の
こ
と
は
、

私
た
ち
の
社
会
生
活
に
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の

点
に
つ
い
て
今
、
あ
ら
た
め
で
考

え
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

単位輸送量あたりの二酸化炭素排出量
※鉄道を100とした場合

妙
1

手
続
き
簡
単
’
・
助
撹
制
度

　

市
で
は
、
越
美
北
線
を
少
し
で
も
多
く
利
用
し
て
も
ら
お

う
と
、
団
体
や
回
数
券
で
の
利
用
者
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

団
体
の
場
合

八
人
以
上
の
団
体
で
、
越
美

　
　
　
　

ミ
北
線
を
利
用
す
る
場
合
、
運
賃

－
の
半
額
を
助
成

①
越
前
大
野
駅
へ
利
用
す
る
日

　

の
二
週
間
前
ま
で
に
、
団
体

　

で
の
利
用
を
申
請
し
ま
す
。

②
越
前
大
野
駅
か
ら
発
行
さ
れ

　

る
団
体
利
用
証
明
の
「
越
美

　

北
線
利
用
促
進
助
成
金
交
付

　

申
請
書
兼
請
求
書
」
と
印
鑑

　

を
持
っ
て
生
活
環
境
課
へ
。

※
利
用
し
た
日
か
ら
一
年
以
内

　

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

団体利用証明の書類

回数券の最終券

回
数
券
の
場
合

　

越
前
大
野
駅
で
購
人
し
た
十

一
枚
つ
づ
り
の
回
数
券
に
対
し

購
入
費
の
二
割
を
助
成

・
回
数
券
の
最
終
券
と
印
鑑
を

　

持
つ
で
生
活
環
境
課
へ
。

※
購
人
し
た
日
か
ら
一
年
以
内

　

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

使
用
済
み
の
最
終
券
で
も
、

　

申
請
が
で
き
ま
す
。

申
請
受
付
時
間

　

午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時

窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
生
活

　

環
境
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
6
3
）



越美北線と乗合バスに乗る運動

鉄
道
は
み
ん
な
で
守
る
I
・

ま
ず
「
乗
る
」

　

越
美
北
線
を
守
る
た
め
に
は
、

ま
ず
私
た
ち
が
利
用
す
る
と
い
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
回
数
券
や
団
体
の
利
用

者
に
対
す
る
助
成
制
度
の
ほ
か
、

昭
和
六
十
二
年
か
ら
「
越
美
北
線

と
乗
合
バ
ス
に
乗
る
運
動
」
を
続

け
て
い
て
、
毎
年
家
族
連
れ
で
参

加
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
ほ
か
に
も
、
お
座
敷

列
車
「
九
頭
竜
線
ふ
れ
あ
い
市
民

号
」
の
運
行
な
ど
、
利
用
促
進
に

向
け
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
者
の
数

が
年
々
減
り
続
け
て
い
る
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。

　

越
美
北
線
を
守
る
た
め
、
ま
ず

「
乗
る
」
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

「
乗
る
」
以
外
に
も

　

皆
さ
ん
は
J
R
を
利
用
す
る
場

合
に
、
越
前
大
野
駅
で
全
国
の
切

符
が
購
人
出
来
る
と
い
う
こ
と
を

知
つ
て
い
ま
す
か
。
さ
ら

に
そ
の
売
上
が
越
前
大
野

鉄
道
部
の
売
上
と
な
り
、

越
美
北
線
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
観
光
客
な
ど
の

利
用
者
数
が
、
越
美
北
線

を
守
る
こ
と
に
影
響
を
与

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

近
年
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

な
ど
に
、
他
県
ナ
ン
バ
ー

の
自
動
車
や
バ
ス
を
見
か

け
た
り
、
聞
き
な
れ
な
い

方
言
で
話
す
人
な
ど
を
見
か
け
た

り
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
だ
と
思

い
ま
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
一
年
間
に
当

市
を
訪
れ
た
観
光
客
数
の
推
計
を

ま
と
め
た
も
の
で
、
観
光
客
数
が

以
前
と
比
ぺ
と
て
も
増
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

観
光
客
の
中
に
は
、
自
家
用
車

や
バ
ス
を
利
用
す
る
人
ば
か
り
で

は
な
く
、
越
美
北
線
を
利
用
す
る

人
も
多
く
い
ま
す
。

　

十
月
に
J
R
越
前
大
野
駅
が

「
中
部
の
駅
1
0
0
選
」
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
越

美
北
線
を
利
用
し
観
光
で
大
野
を

訪
れ
た
人
た
ち
の
推
薦
が
、
大
き

く
影
響
し
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
越
美
北
線
は
、
通

勤
や
通
学
な
ど
で
交
通
手
段
と
し

て
利
用
す
る
以
外
の
人
た
ち
に
と

っ
て
も
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

　

越
美
北
線
を
守
る
た
め
、
自
分

た
ち
が
利
用
す
る
こ
と
に
加
え
、

地
元
以
外
の
人
が
利
用
す
る
こ
と

も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
私
た
ち
み
ん
な
で
取

り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
き
な
問
題
で
す
。

将
来
へ
向
け
て

　

現
在
、
全
国
の
地
方
都
市
で
、

道
路
網
の
整
備
や
自
家
用
車
の
普

及
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り

な
ど
自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
い

人
に
と
っ
て
、
公
共
交
通
機
関
は

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
足

な
の
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
公
共

交
通
機
関
の
必
要
性
や
利
便
性
に

つ
い
て
考
え
、
将
来
に
向
け
て
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
、
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

「
越
美
北
線
に
乗
る
」
こ
れ
が

守
る
た
め
の
第
一
歩
な
の
で
す
。

観光客でにぎわう朝市まつり

大野市への観光客数推計推移



今
年
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た

次
野

2001＾

巴
三
⑩
』
年

①
カ
ウ
ー
J
ト
タ
ウ
・
J
で
1

　
　
　
　

2
1
世
紀
ス
タ
ー
ト
び

②
1
0
年
ぶ
り
に
大
雪
月

　
　
　
　

積
雪
1
封
超
え
る
I

③
地
下
水
保
全
へ
砂
利
採
取
1
9

　

に
関
す
る
協
定
締
結
Ｆ

④
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
門

　
　
　
　
　
　
　

ス
9
－
ト
4

⑤
第
四
次
大
野
市
総
合
計
画
月

　

始
ま
る
4

⑥
奥
越
運
転
者
2
0

　
　
　

教
育
セ
ー
J
S
－
落
成
り

⑦
公
民
館
な
ど
で
大
野
市
月

　

‐
T
学
習
講
座
ス
9
‐
ト
5

⑧
不
法
投
棄
防
止
に
向
け
1
1

　
　
　

郵
便
局
と
協
定
締
結
Ｆ

1
月大
野
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定

2
月1

5
日
中
据
工
業
団
地
に
「
エ
ツ
ミ

光
学
」
が
進
出
決
定

3
月越
美
北
線
ダ
イ
ヤ
改
定
▽
有
終
東
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
全
国
大
会
初

出
場

4
月1

9
日
山
火
事
で
防
災
ヘ
リ
出
動
▽
地

下
水
保
全
活
動
に
助
成
要
綱
を
制
定

▽
第
三
次
大
野
市
保
健
計
画
を
策
定

▽
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
が
第
四
次
広
域
市
町
村
圏
計
画

を
策
定
▽
平
成
大
野
屋
に
ウ
ッ
ド
デ

ッ
キ
の
中
庭
完
成
▽
あ
つ
宝
ん
ど
に

京
福
バ
ス
六
便
発
着

5
月1

5
日
聖
和
園
が
移
転
完
成
▽
2
4
日
使

用
済
み
農
業
資
材
の
回
収
ス
タ
ー
ト

▽
事
故
で
公
園
の
箱
ブ
ラ
ン
コ
使
用

中
止
に

6
月4
日
尚
徳
中
学
校
の
体
育
館
改
修
工

事
完
成
▽
1
1
日
奥
越
の
精
神
障
害
者

通
所
授
産
施
設
建
設
へ
用
地
を
無
償

提
供
と
発
表

7
月2
9
日
第
十
九
回
参
議
院
通
常
選
挙
▽

休
日
急
患
診
療
所
の
小
児
科
診
療
時

間
を
午
前
9
時
か
ら
に
拡
大



⑨
－
二
番
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
り

　

な
ど
市
街
地
に
公
園
完
成

6月

⑩
亀
山
周
辺
整
備
に
向
け

　

懇
話
会
と
推
進
会
議
開
催

6／16

⑨
奥
越
防
災
基
地
が
完
成

6／24

②
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里

　
　
　
　
　
　
　

方
I
プ
－
J
7／14

⑥
市
役
所
の
座
席
図
と

　

職
員
の
名
札
に
顔
写
真

9月

⑩
大
野
高
校
跡
地
で
文
化
財

　

の
試
掘
調
査
始
ま
る

10／16

⑩
大
野
市
東
二
番

　
　
　
　

町
家
住
宅
が
完
成

11月

⑩
ア
メ
ニ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

　

ま
ち
づ
く
り
表
彰
を
受
賞

11／21

的中者に記念品
投票は、はがき…投票
用紙・電子メールにて

ls、侈偲が謝jF

市政10大

ニュース，

　

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
年
）

も
あ
と
わ
ず
か
。
今
年
も
市
内
外

で
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
主
な
出
来
事
を
市
政
を
中
心

に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　

市
政
十
大
ニ
ュ
ー
ス
は
皆
さ
ん

の
投
票
で
決
定
さ
れ
ま
す
。
写
真

の
十
六
項
目
の
中
か
ら
十
項
目
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
順
位
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
番

号
順
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
多
数

の
投
票
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

投
票
方
法
は
が
き
に
住
所
。
氏

　

名
・
年
齢
・
項
目
番
号
を
番
号

　

順
に
明
記
し
、
市
役
所
秘
書
広

　

報
課
広
報
広
聴
係
（
〒
9
1
2

　

－
8
6
6
6
天
神
町
1
－
1
）

　

ま
で
郵
送
。
ま
た
、
各
公
民
館

　

や
図
書
館
・
市
民
課
の
窓
ロ
な

　

と
に
投
票
用
紙
と
投
票
箱
を
備

え
て
い
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
は

表
題
に
「
市
政

1 0
大
ニ
ュ
ー
ス

投
票
」
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

y
a
ヨ
a
b
i
k
o
＠
c
i
t
y
．
o
⊃
o
゛
｛
⊂
万
⊂
吾

締
め
切
り
K
月
万
石
忌
吟
（
当
日

　

の
消
印
有
効
）

賞
品
1
0
項
目
が
的
中
し
た
人
に

　

記
念
品
を
進
呈
。
た
だ
し
的
中

　

者
多
数
の
場
合
、
抽
選
で
1
0
人

　

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

8
月1
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
窓
口
手
続
き

の
申
請
書
様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ス
タ

ー
ト
▽
8
日
子
ど
も
安
全
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
結
成
▽
春
日
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
全
国
大
会
初
出
場
▽

富
田
小
の
四
人
が
全
国
交
通
安
全
こ

ど
も
自
転
車
大
会
に
初
出
場

9
月2日
有
終
会
館
で
市
町
村
合
併
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
▽
1
7
日
大
野
商
工
会
議
所

が
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
▽
2
1
日

南
部
酒
造
場
の
店
鋪
な
ど
5
棟
、
登

録
文
化
財
へ
▽
2
9
日
国
道
一
五
八
号

一
時
通
行
止
め
（
美
山
で
土
砂
崩
れ
I

▽
洞
雲
寺
橋
が
完
成
▽
奥
越
広
域
ご

み
処
理
へ
向
け
環
境
影
響
評
価
（
ア

セ
ス
メ
ン
ト
）
に
着
手
す
る
方
針
を

発
表

1 0
月3

日
汚
水
処
理
の
あ
り
方
を
考
え
る

公
開
討
論
会
▽
1
3
日
J
R
越
前
大
野

駅
が
中
部
の
駅
1
0
0
選
に
1
＾
C
M
日

全
国
青
年
市
長
会
が
大
野
で
開
催
▽

大
野
市
環
境
基
本
方
針
制
定

1 1
月2
5
日
語
ろ
う
大
野
・
ま
ち
づ
く
リ
自

由
討
論
開
催

1 2
月
（
予
定
）

8
日
プ
エ
ン
テ
大
野
F
C
全
国
大
会

に
出
場



平
成
1
3
年
度
市
政
功
労
者
の
班
彰

　

市
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
携
わ
り
、
そ
の
充
実

と
発
展
に
貢
献
し
た
市
民
を
顕
彰
す
る
市
政
功
労
者
の
表

彰
が
、
十
一
月
三
日
「
文
化
の
日
」
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
表
彰
者
十
I
ニ
人
を
紹
介
し
ま
す
。
（
五
十
音
順
）

自
治
振
興
功
労

常見悦郎さん

　

（53歳・上野）

　

市
議
会
議
員
と
し
て
十
年
余

り
市
政
全
般
に
わ
た
る
活
動
に

専
念
、
市
政
の
発
展
と
地
方
自

治
の
進
展
に
寄
与
。

坂本治士さん

　

（69歳・八町）

松原勝一さん

（68歳・春日三丁目）

　

行
政
連
絡
事
務
嘱
託
員
（
区

長
）
と
し
て
十
五
年
余
り
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
と
地
区
自
治

活
動
に
尽
力
、
地
方
自
治
の
発

展
に
寄
与
。

社
会
事
業
功
労

石黒延子さん

（69歳・中野町）

　

矢田柴治さん

169歳・陽明町一丁目）

　

保
護
司
と
し
て
二
十
一
年
余

リ
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ

て
過
ち
に
陥
っ
た
人
た
ち
の
更

生
に
尽
力
、
個
人
と
公
共
の
福

祉
に
寄
与
。

教
育
文
化
功
労

岩井孝樹さん

　

（68歳・元町）

　

文
化
財
保
護
委
員
と
し
て
二

十
二
年
余
り
、
文
化
財
の
保
存

お
よ
び
活
用
を
図
リ
、
市
民
文

化
の
向
上
に
寄
与
。

　

弘川炎森さん

（64歳・陽明町二丁目）

　

学
校
医
と
し
て
二
十
一
年
余

リ
、
児
童
の
健
康
管
理
と
健
康

診
断
な
ど
の
技
術
向
上
・
指
導

に
尽
力
、
学
校
保
健
の
発
展
に

寄
与
。

保
険
衛
生
功
労

　

保
健
推
進
員
と
し
て
二
十
二

年
余
り
、
健
康
づ
く
り
の
地
域

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
健
康
推
進

活
動
に
尽
力
、
保
健
衛
生
の
発

展
に
寄
与
。

加藤あや子さん

　

（53歳・稲郷）

消
防
功
労

　

消
防
団
員
と
し
て
、
－
二
十
年

以
上
、
地
域
防
災
活
動
と
消
防

使
命
の
達
成
に
尽
力
、
市
民
生

活
の
安
定
保
全
と
消
防
の
発
展

に
寄
与
。

土本利雄さん

　

（58歳・庄林）

大谷久男さん

　

（58歳・錦町）

中川重信さん

　

（55歳・木本）

川上繁雄さん

　

（56歳・今井）

原田豊さん

（54歳・橋爪）
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民
課
窓
口
は
2
9
日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
休
み

窓
口
が
込
み
合
い
ま
す

　

住
民
票
や
各
種
証
明
書
の
発

行
な
ど
の
業
務
は
二
十
八
日
ま

で
行
い
ま
す
。
年
明
け
は
特
に

混
雑
し
ま
す
の
で
、
用
件
は
お

早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
と
税
証
明
は
電
話
で

の
予
約
が
で
き
ま
す
。
市
民
窓

口
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

4
5
3
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

出
生
届
や
死
亡
届
な
ど
は
、

休
み
の
間
で
も
当
直
室
（
庁
舎

東
側
入
り
ロ
横
）
で
受
け
付
け

C
j
ま
す
。

ご
み
収
集
2
8
日
ま
で

　

燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご

み
の
収
集
は
、
二
十
八
日
の
金

曜
収
集
地
区
ま
で
行
い
ま
す
。

缶
類
・
古
紙
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
収
集
は
、
二
十
六
日
の
収

集
地
区
ま
で
行
い
ま
す
。
各
地

区
の
最
終
収
集
日
を
確
認
し
て

ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
持
ち
込

み
は
、
二
十
九
日
午
後
五
時
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。
空
き
び
ん

の
回
収
は
積
雪
に
よ
り
一
月
・

二
月
は
休
業
で
す
。
三
月
ま
で

各
家
庭
で
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

く
み
取
り
は
早
め
に

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
は
二
十
九
日

か
ら
一
月
三
日
ま
で
休
業
と
な

り
ま
す
。
年
末
は
大
変
込
み
合

い
ま
す
の
で
、
業
者
へ
の
依
頼

は
早
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

休
み
の
間
の
急
患
は

　

十
二
月
二
十
九
△
二
十
日
。

一
月
一
・
二
△
二
日
は
午
前
九

時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
急
患
の

診
療
を
行
い
ま
す
。
保
険
証
を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

図
書
の
貸
し
出
し

　

図
書
館
は
、
二
十
八
日
か
ら

一
月
四
日
ま
で
休
館
で
す
。

　

ま
た
十
二
月
十
四
日
か
ら
平

成
十
四
年
三
月
末
日
ま
で
は
、

特
別
に
図
書
の
貸
し
出
し
期
間

を
二
週
間
か
ら
三
週
間
に
延
長

し
ま
す
。

5 4 3 2 1 31 30 29 28 27 日
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図

書

館

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
ヘ
向
け

介
護
組
談
員
が
施
設
を
訪
間

　

十
月
か
ら
介
護
相
談
員
の
派

遣
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
介
護
相
談
員
が
定
期

的
に
施
設
を
訪
問
し
、
入
所
者

の
話
し
相
手
に
な
り
な
が
ら
、

日
ご
ろ
の
疑
問
や
不
満
、
心
配

事
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
の
相

談
に
乗
る
と
い
う
も
の
で
す
。

相
談
員
が
話
を
聞
い
て
、
何
か

問
題
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
施
設
側
と
話
し
合
い
を
行

う
ほ
か
、
そ
の
場
で
解
決
で
き

な
い
問
題
に
つ
い
て
は
、
改
善

が
図
ら
れ
る
よ
う
行
政
に
報
告

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ

リ
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
未
然
に

防
ぎ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
全
体
の

質
の
向
上
を
計
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

介
護
相
談
員
が
訪
問
す
る
施
設

済
生
会
聖
和
園

大
野
和
光
園

ビ
ハ
ー
ラ
大
野

尾
崎
病
院

薬
袋
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
田
外
科
整
形
外
科
医
院

・
実
際
に
施
設
を
訪
問
し
た
、
介

護
相
談
員
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

「
入
所
者
の
皆
さ
ん
が
大
変
明

る
く
、
と
て
も
楽
し
そ
う
な
施
設

だ
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

初
対
面
か
ら
心
を
開
い
て
、
何

で
も
話
し
て
く
れ
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
徐
々
に

信
頼
関
係
を
築
い
て
、
よ
い
相

談
相
手
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
訪
問
し
た

日
は
。
喫
茶
の
日
‘
だ
っ
た
よ

う
で
、
ホ
ー
ル
に
人
が
集
ま
り

楽
し
そ
う
に
く
つ
ろ
い
で
い
ま

し
た
。
入
所
し
て
い
る
人
の
中

に
は
、
ホ
ー
ル
ま
で
出
て
こ
ら

れ
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
部
屋
を
訪
ね

て
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
思
い
ま
す
」

　

介
護
相
談
員
は
二
人
一
組
で
、

月
に
一
度
施
設
を
訪
問
し
ま
す
。

　

訪
問
日
は
施
設
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
詳
し
い
日
程
な
ど
に

つ
い
て
は
、
直
接
施
設
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

制
度
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係
（

　

豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
7
）



保
育
園
と
公
立
幼
稚
園
へ
の

入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け

保
育
園

　

平
成
1
4
年
4
月
か
ら
市
内
の

保
育
園
（
公
立
・
私
立
）
へ
人

園
を
希
望
す
る
乳
幼
児
の
申
し

込
み
を
、
次
の
と
お
リ
受
け
付

け
ま
す
0

資
格
原
則
と
し
て
平
成
1
3
年

　

1
2
月
3
1
日
以
前
に
生
ま
れ
、

　

保
護
者
が
病
気
や
仕
事
な
ど

　

で
保
育
で
き
な
い
家
庭
の
乳

　

幼
児

申
込
期
間
1
2
月
3
り
⑧
～
2
5

　

日
㈹

申
し
込
み
方
法
市
役
所
か
最

　

寄
り
の
保
育
園
に
備
え
て
あ

　

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　

人
し
、
関
係
書
類
を
添
え
て

　

提
出

入
園
決
定
面
接
と
調
査
を
行

　

い
、
3
月
中
に
可
否
を
通
知

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
4
7
3
）

保
育
料
に
つ
い
て

　

保
育
料
は
、
毎
年
、
保
育
料

徴
収
基
準
審
議
会
の
審
議
・
答

申
に
基
づ
き
改
正
さ
れ
ま
す
。

人
園
児
童
の
年
齢
と
保
護
者

（
父
母
の
み
）
の
所
得
に
応
じ

算
定
さ
れ
、
納
付
は
毎
月
末
に

ロ
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
人
数
に
よ

り
軽
減
措
置
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

特
別
保
育
な
ど

　

共
働
き
家
庭
の
増
加
や
核
家

族
化
の
進
行
な
ど
に
よ
る
、
就

労
と
育
児
の
両
立
を
支
援
す
る

た
め
、
市
内
の
各
保
育
園
で
特

別
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

乳
児
保
育
家
庭
で
保
育
の
で

　

き
な
い
乳
児
（
0
歳
児
）
の

　

保
育

延
長
保
育
通
常
午
後
5
時
ま

　

で
の
保
育
時
間
を
、
午
後
6

　

時
3
0
分
ま
た
は
午
後
7
時
ま

　

で
延
長

I
時
的
保
育
仕
事
の
都
合
や

　

冠
婚
葬
祭
、
疾
病
な
ど
急
に

　

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
く
な

　

っ
た
と
き
の
一
時
的
な
保
育

　

各
保
育
園
の
特
別
保
育
に
つ

い
て
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成
1
4
年
度
か
ら
変
更
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

保
育
所
ま
た
は
市
役
所
福
祉
課

児
童
福
祉
係
ま
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
立
幼
稚
園

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
1
4

年
4
月
か
ら
市
内
の
公
立
幼
稚

園
へ
人
園
を
希
望
す
る
園
児
の

申
し
込
み
を
、
次
の
と
お
リ
受

け
付
け
ま
す
。

資
格
平
成
1
4
年
4
月
1
日
現

在
で
、
満
3
歳
以
上
の
幼
児

申
込
期
間
1
2
月
3
鳳
）
～
2
5

　

巴
㈹

申
し
込
み
方
法
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
か
公
立
幼
稚
園

　

に
あ
る
人
園
願
書
に
必
要
事

　

項
を
記
人
の
上
、
人
園
希
望

　

幼
稚
園
に
提
出

入
園
決
定
3
月
中
に
人
園
許

　

可
証
を
送
付

申
し
込
み
…
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
（
豊
6
6
．
1
1

　

1
1
内
線
5
2
1
）

市内保育園‐覧

保育園名
公

私
電話 所在地

定
員
㈹

延

長

乳

児

一時

的

北部保育園 公 66－2750 中荒井町1－202 60 2
義景保育園 公 66－3333 清水119一12一1 60 2
春日保育園 公 66－4005 日吉町24－6 60 2 2
あかね保育園 公 66－5273 水落町7－24 45 2
荒島保育園 公 66－4103 蕨生126－29 45 2
六呂師保育園 公 6ワー1625 南六呂師169－124 40 2
いとよ保育園 私 66一3848 清和町710 120 2
上庄保育園 私 64一1217 稲郷43－5 90 2
いなやま保育園 私 66－0038 篠座9∠レ39 90 2 2
誓念寺保育園 私 65一6167 錦町∠レ1ワ ワ0 2 2 2
亀山保育園 私 65－1104 水落町3－35 60 2 2
開成保育園 私 65－1103 新庄5－15－2 120 2 2 2
誓念寺中野保育園 私 65－6166 中野6∠1－18－3 90 2 2
篠座保育園 私 65－6570 篠座ワ∠レ32 60 2

市内公立幼稚園一覧

幼稚園名 電話 所在地

定

員

山…J

乾側幼稚園 65－6263 牛ヶ原66－1 50

小山幼稚園 65－2911 下舌9－1－1 60

上庄幼稚園 64－1140 稲郷2ワー11 70

富田幼稚園 66－4257 上野42－ロ 80
阪谷幼稚園 6ワー1070 伏石11－14 ワ0



お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く
り
へ

　
　

「
階
段
や
お
ふ
ろ
な
ど
、
家
の
中
で
け
が
を
す
る
の
で
は
な
い
か
」

「
賃
貸
住
宅
な
ど
へ
の
入
居
を
断
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
高
齢

に
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
生
じ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不

安
を
な
く
し
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
居
住
空
間
を
つ
く
る

「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
2
7
年
に
は
四
割
が

　
　

高
齢
者
を
含
む
世
帯

　

平
成
十
二
年
現
在
、
日
本
で

は
単
身
や
同
居
な
ど
、
高
齢
者

を
含
む
世
帯
が
約
千
五
百
四
十

万
世
帯
で
す
。

　

こ
れ
が
平
成
二
十
七
年
に
な

る
と
、
全
世
帯
数
の
四
割
に
あ

た
る
約
二
千
－
二
十
万
世
帯
に
な

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
半
数
以
上
が
高

齢
者
の
み
の
世
帯
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
高

齢
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
居
住
空

間
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
全
国

的
に
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
支
援

高
齢
者
が
、
住
み
な
れ
た
自

分
の
家
で
、
で
き
る
だ
け
自
立

し
、
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、
高
齢
者
の
自
宅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
支
援
し
ま
す
。

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
、
パ
リ

　

ア
＝
柵
、
防
壁
、
障
害
物
、

　

障
壁
・
フ
リ
ー
＝
（
好
ま
し

　

く
な
い
も
の
、
邪
魔
な
も
の

　

な
ど
が
）
ま
っ
た
く
な
い

　

と
い
う
二
つ
の
言
葉
を
組
み

　

合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
現
在

　

は
障
害
者
や
高
齢
者
が
行
動

　

す
る
と
き
に
困
ら
な
い
よ
う

　

な
建
築
物
を
指
す
言
葉
と
し

　

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

－
括
償
還
型
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
融
資
制
度

　

高
齢
者
自
身
が
、
自
宅
を
バ

リ
ア
フ
リ
ー
・
リ
フ
ォ
i
ム
す

る
場
合
、
ロ
ー
ン
の
返
済
を
軽

く
す
る
住
宅
金
融
公
庫
の
特
別

の
融
資
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
利
用
に
よ
り
、

最
大
五
百
万
円
ま
で
の
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
生
存
時

は
利
子
部
分
の
み
を
返
済
し
、

死
亡
時
に
住
宅
資
産
な
ど
を
活

用
し
て
口
i
ン
を
一
括
償
還

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

民
間
賃
貸
住
宅
を
支
援

　

高
齢
者
が
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
住
ま
い
を
確
保
す
る
た

め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た

高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅
を
供
給

す
る
民
間
事
業
者
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

高
齢
者
向
け

　
　

優
良
賃
貸
住
宅
制
度

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
高

齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
を
建

設
し
た
り
、
既
存
の
住
宅
を
高

齢
者
向
け
の
優
良
賃
貸
住
宅
へ

と
リ
フ
ォ
ー
ム
と
す
る
場
合
。

国
や
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
補

助
や
税
制
上
の
優
遇
措
置
（
新

規
建
設
の
場
合
）
が
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
。

住
宅
金
融
公
庫
融
資
の
特
例

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
リ
フ
ォ
ー

ム
を
行
い
、
高
齢
者
向
け
の
優

良
賃
貸
住
宅
と
す
る
目
的
で
、

既
存
の
住
宅
を
購
入
す
る
場
合

は
、
住
宅
金
融
公
庫
融
資
の
特

例
に
よ
り
、
そ
の
購
入
費
の
融

資
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

賃
貸
住
宅
市
場
の
整
備

　

民
間
の
賃
貸
住
宅
で
は
「
家

賃
の
不
払
い
」
や
「
病
気
」

「
火
災
」
な
ど
の
不
安
か
ら
、

高
齢
者
の
入
居
を
不
可
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
高
齢
者
が

円
滑
に
入
居
し
安
心
し
て
生
活

で
き
る
賃
貸
住
宅
の
市
場
を
整

備
す
る
た
め
、
新
た
な
制
度
を

導
入
し
ま
し
た
。

賃
貸
住
宅
の
登
録
・
閲
覧
制
度

　

高
齢
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
入
居
を
拒
ま
な
い
賃
貸
住
宅

が
、
都
道
府
県
知
事
（
ま
た
は

そ
の
指
定
機
関
）
に
登
録
し
、

高
齢
者
に
そ
の
地
帯
住
宅
情
報

を
提
供
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ

ま
す
。
「
高
齢
者
向
け
優
良
賃

貸
住
宅
制
度
」
の
助
成
を
受
け

た
住
宅
は
、
必
ず
こ
れ
に
登
録

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

終
身
建
築
賃
貸
借
制
度

　

高
齢
者
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

さ
れ
た
賃
貸
住
宅
に
、
終
身
に

わ
た
り
安
心
し
て
住
み
つ
づ
け

ら
れ
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

こ
れ
は
認
可
を
受
け
た
賃
貸

住
宅
に
つ
い
て
、
賃
借
人
が
生

き
て
い
る
限
り
続
き
、
死
亡
し

た
と
き
に
終
了
す
る
と
い
う
、

借
り
た
本
人
の
一
代
限
り
の
借

家
契
約
で
す
。

　

な
お
、
配
偶
者
な
ど
一
定
の

同
居
者
は
、
借
家
人
死
亡
後
も

継
続
し
て
居
住
で
き
る
よ
う
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
福
井
県
土
木

　

部
建
設
住
宅
課
住
ま
い
づ
く

　

リ
グ
ル
ー
プ
（
豊
0
7
7
6

　

・
2
0
・
0
6
9
3
）



肝厦とTアルコール

　

十
二
月
、
忘
年
会
な
ど
お
酒
に
親
し
む
機

会
が
多
い
の
で
は
。
お
い
し
く
、
楽
し
く
お

酒
を
飲
む
た
め
に
、
肝
臓
や
ア
ル
コ
ー
ル
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
？

　

肝
臓
は
お
な
か
の
真
ん
中
あ
た

り
に
位
置
す
る
、
大
人
で
1
0
0

0
乍
～
－
五
〇
〇
乍
ぐ
ら
い
の
重

さ
が
あ
る
臓
器
で
す
。

　

非
常
に
タ
フ
な
臓
器
で
、
七
割

が
悪
く
な
っ
て
も
、
残
り
三
割
で

そ
の
機
能
を
保
つ
こ
と
が
出
来
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
何
か
異
常
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
な
か
な
か
自
覚

症
状
が
現
れ
な
い
こ
と
を
意
味

し
、
医
療
の
世
界
で
は
「
沈
黙
の

臓
器
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
自
覚
症
状
が
な
い
場

合
で
も
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
検

査
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
二
年
度
に
市
が
行
っ
た

生
活
習
慣
病
健
診
で
は
、
肝
機
能

異
常
と
診
断
さ
れ
た
人
が
三
百
六

十
五
人
、
全
体
の
一
一
・
－
ニ
計
を

占
め
ま
し
た
。
特
に
五
十
歳
代
の

人
に
最
も
多
い
結
果
と
な
り
、
働

き
盛
り
の
年
代
や
そ
の
前
後
で
、

特
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
体
に
症
状
が
現
れ
な
い
場

合
で
も
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

肝
臓
は
体
内
の
化
学
工
場

　

肝
臓
に
は
主
に
代
謝
、
解
毒
な

ど
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
肝
臓
は
「
体
内
の
化
学
工
場
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
お
酒
の

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
こ
の
化
学
工
場

で
分
解
さ
れ
、
体
外
に
排
出
さ
れ

る
の
で
す
。

　

お
酒
は
よ
く
「
百
薬
の
長
」
と

言
わ
れ
、
適
度
に
飲
む
分
に
は
体

に
良
い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
大
量
の
飲
酒
が
長
期

に
わ
た
る
と
、
肝
機
能
障
害
や
高

脂
血
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な

ど
の
体
に
良
く
な
い
結
果
を
招
き

ま
す
。

　

飲
酒
の
適
量
は
人
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
少
量
で
顔
が
赤
く
な

る
人
は
、
肝
臓
の
ア
ル
コ
ー
ル
分

解
機
能
が
も
と
も
と
低
い
人
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
飲
酒
の
量
に
注

意
が
必
要
で
す
。

　

お
酒
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め

に
は
、
ま
ず
自
分
の
適
量
を
知
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
飲
酒
前
に
牛
乳
を
飲
ん

だ
り
、
お
つ
ま
み
に
低
脂
肪
・
高

た
ん
ぱ
く
質
の
メ
ニ
ュ
ー
を
加
え

た
り
す
る
な
ど
の
ち
ょ
つ
と
し
た

工
夫
も
、
上
手
に
お
酒
と
付
き
合

う
コ
ツ
で
す
ね
。

適
正
飲
酒
の
十
ヵ
条

・
笑
い
な
が
ら
楽
し
く

・
自
分
の
ぺ
i
ス
で
ゆ
っ
く
り
と

・
食
べ
な
が
ら
飲
む
習
慣
を

．
自
分
の
適
量
に
と
ど
め
よ
う

・
週
に
二
回
は
休
肝
日
を

・
人
に
無
理
強
い
を
し
な
い

・
薬
と
一
緒
に
飲
ま
な
い

・
強
い
ア
ル
コ
ー
ル
は
薄
め
て

・
遅
く
と
も
夜
十
二
時
ま
で

●
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

～ちよつと気になる栄養の話～

　

今回はダイコンのお

話です。ダイコンは消

化作用に優れた野菜で

す。根の部分には、で

んぷんの消化酵素であ

るジアスターゼをはじ

め、各種の消化酵素が

含まれています。

　

食物の消化を助け、胸やけ、胃酸過多、胃腸の

働きを整えるほか、解毒作用などがあります。ま

た、焼き魚の焦げなどに含まれる発ガン物質を解

消する手助けもすると言われています。

　

このほかにもダイコンには、ビタミンCや食物

繊維といった成分も豊富に含まれ、これらの働き

をさらに効果的にしています。

　

旬は秋から冬にかけての時期。ダイコンを選ぶ

ときは、白くて表面のきめが細かいもので、全体

に張りがあるものや、葉がピンとしているものを

選びましょう。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（酋65・7333）



暮
ら
し
の

ア
芥
八
尋
ス

新間の購読契約

　

身
近
な
情
報
源
と
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
購
読
さ
れ
て

い
る
新
聞
。
で
も
最
近
、
悪
質
な
購
読
契
約
の
勧
誘
に
関

す
る
苦
情
や
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
つ
こ
い
勧
誘

　

新
聞
の
購
読
を
し
つ
こ
く
勧
め

ら
れ
、
仕
方
が
な
い
の
で
三
ヵ
月

だ
け
契
約
し
た
。
I
ニ
カ
月
を
過
ぎ

て
も
配
達
が
終
わ
ら
な
い
の
で
、

不
審
に
思
い
販
売
所
へ
尋
ね
た
ら

一
年
間
の
契
約
に
な
っ
で
い
た
。

　

契
約
時
に
自
分
で
確
認
し
な
か

つ
だ
の
が
悪
い
と
思
い
我
慢
し
た

が
、
一
年
後
ま
た
勧
誘
員
が
来
て
、

再
契
約
す
る
ま
で
玄
関
に
居
座
ら

れ
た
…

　

契
約
す
る
と
き
は
、
書
面
の
控

な
ど
を
必
ず
も
ら
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ク
ー
リ
ン
グ
。
オ
フ
や

解
約
を
す
る
場
合
に
、
相
手
先
や

日
付
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と

困
難
に
な
り
ま
す
。

　

帰
つ
て
ほ
し
い
と
言
つ
で
も
相

手
が
帰
ら
な
い
場
合
は
、
特
定
商

取
引
法
の
「
不
適
切
な
勧
誘
行
為

の
禁
止
」
や
消
費
者
契
約
法
の

「
不
退
去
」
に
あ
た
り
ま
す
。

　

相
手
が
脅
し
た
り
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
強
い
意
志
で
は
っ

き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
で

販
売
勧
誘
員
に
「
今
は
違
う
新

聞
を
読
ん
で
い
る
」
と
言
っ
た
ら

一
年
先
の
購
読
契
約
を
し
つ
こ
く

勧
め
ら
れ
た
。
「
先
の
こ
と
は
分

か
ら
な
い
」
と
言
っ
だ
の
に
「
購

読
の
1
ヵ
月
前
に
な
っ
た
ら
、
確

認
の
電
話
を
す
る
の
で
、
そ
の
時

に
ど
う
し
て
も
駄
目
だ
っ
た
ら
解

約
を
す
れ
ば
い
い
」
と
言
わ
れ
、

断
り
切
れ
ず
に
三
ヵ
月
分
の
契
約

書
に
サ
イ
ン
し
た
。
印
鑑
は
押
し

て
い
な
い
が
、
ビ
ー
ル
券
を
も
ら

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
　

「
と
り
あ
え
ず
契
約
し
て
く
れ

れ
ば
、
後
で
解
約
で
き
る
か
ら
」

な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
ク
ー
リ
ン

グ
ー
オ
フ
期
間
（
訪
問
販
売
で
は

契
約
し
た
日
か
ら
八
日
以
内
）
を

過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
解
約
が
困
難

に
な
り
ま
す
。
「
お
金
は
自
分
が

払
う
の
で
、
名
前
だ
け
で
も
貸
し

て
欲
し
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
場

合
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク

に
対
し
て
は
、
そ
の
内
容
を
は
っ

き
り
と
文
章
に
書
い
て
日
付
と
名

前
を
記
人
し
た
も
の
を
要
求
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
契
約
は
印
鑑
が
無

く
て
も
サ
イ
ン
だ
け
で
成
立
し
ま

す
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

景
品
で
つ
る

　

帰
宅
し
た
と
き
に
、
ア
パ
ー
ト

の
人
リ
ロ
付
近
で
勧
誘
員
に
声
を

か
け
ら
れ
た
。
「
今
月
分
は
無
料

に
す
る
し
、
景
品
と
し
て
好
き
な

野
球
チ
ー
ム
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を

必
要
な
時
に
す
ぐ
送
る
」
な
ど
と

言
わ
れ
た
の
で
、
ま
あ
い
い
か
と

思
い
六
ヵ
月
分
の
契
約
を
し
た
。

新
聞
は
翌
日
か
ら
人
つ
た
が
、
野

球
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
は
頼
ん
だ
の
に

送
ら
れ
て
こ
な
い
。
新
聞
を
読
む

時
間
も
な
い
の
で
解
約
し
た
い
。

　

景
品
を
受
け
取
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
上
限
額
は
購

読
料
の
八
％
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
景
品
に
つ
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
新
聞
そ
の
も
の
が
必
要
か
と

う
か
を
ま
ず
考
え
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け

る
に
は
、
ま
ず
は
そ
の
よ
う
な
勧

誘
に
対
し
て
ド
ア
を
開
け
な
い
こ

と
で
す
。
も
し
、
開
け
て
し
ま
っ

た
り
、
外
で
声
を
か
け
ら
れ
た
り

し
た
場
合
に
は
、
相
手
の
ペ
ー
ス

に
乗
ら
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

ず
る
ず
る
と
相
手
の
話
を
聞
い
た

り
、
必
要
以
上
に
こ
ち
ら
の
情
報

を
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
は
相
手

の
思
う
つ
ば
。
き
っ
ぱ
り
と
断
る

勇
気
が
必
要
で
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
期
間
を
過

ぎ
て
い
て
も
、
勧
誘
方
法
な
ど
に

疑
問
や
問
題
を
感
じ
る
場
合
は
、

お
早
め
に
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー

ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ容66・1111内線464（U謳



市民⑩

ペー汐

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
士
今月のスナップ

オープンから498日目で

＜る一ぶ登場 図書館お話し会

ボランティアグループ

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
励
み

　

毎
週
土
曜
日
、
図
書
館
で
子
ど

も
た
ち
に
絵
本
や
民
話
を
楽
し
く

読
ん
で
あ
げ
て
い
る
人
た
ち
が
い

ま
す
。
そ
れ
は
「
図
書
館
お
話
し

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
」
の

人
た
ち
で
す
。
平
成
八
年
に
結
成

し
、
現
在
十
一
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

会
員
一
人
ひ
と
り
が
、
子
ど
も

た
ち
に
少
し
で
も
楽
し
く
聞
い
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
本
の
登
場
人

物
に
よ
っ
て
声
を
使
い
分
け
た
り
、

内
容
に
合
わ
せ
て
身
振
り
手
振
り

を
交
え
た
り
、
ま
た
全
国
各
地
の

民
話
を
暗
記
し
て
大
野
の
方
言
に

変
え
て
話
し
た
り
な
ど
と
、
い
ろ

い
ろ
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
の
朗
読
会
に
参
加
し
た

人
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
グ
ル
ー

プ
を
結
成
。
毎
週
交
代
で
三
十
分

程
度
、
子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
ん

で
い
ま
す
。

　

毎
回
三
十
人
ぐ
ら
い
が
「
お
話

し
会
」
に
集
ま
り
、
中
に
は
毎
週

姿
を
見
せ
る
熱
心
な
子
も
い
ま
す
。

　
　

「
子
ど
も
た
ち
が
み
ん
な
夢
中

で
聞
い
て
く
れ
る
の

で
、
会
員
た
ち
も
早
く

自
分
の
番
が
来
な
い
か

と
、
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
代
表
の
加
藤
み
ゆ
き

さ
ん
。

　

図
書
館
で
十
二
月
に

行
わ
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス

会
に
も
、
人
形
劇
や
演

劇
な
ど
で
、
毎
年
積
極

的
に
参
加
。
今
年
は
今

ま
で
に
な
い
奇
想
天
外

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

行
い
た
い
と
、
特
に
張

リ
き
っ
て
準
備
し
て
い

る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

「
子
ど
も
た
ち
の
楽

し
そ
う
な
笑
顔
が
一
番

の
励
み
。
こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
で
協
力
し
て
、
楽
し
く
続

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔

の
皆
さ
ん
。
会
に
興
味
の
あ
る
人

は
図
書
館
（
容
6
5
・
5
5
0
0
）

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

コ，りクトーク

たいt

～テーマ顔～

　

お
か
お
『
折
り
顔
』

　

今
回
は
、
芸
能
人
の
松
尾
貴
史

さ
ん
が
書
い
た
『
折
り
顔
』
と
い

う
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
面
的
な
四
角
い
紙
を
使
っ
て
、

立
体
的
な
顔
を
表
現
す
る
「
折
り

顔
」
。
こ
の
本
に
は
著
者
が
創
作

し
た
数
多
く
の
作
品
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

タ
レ
ン
ト
の
タ
モ
リ
さ
ん
や
黒

柳
徹
子
さ
ん
、
久
本
雅
美
さ
ん
な

ど
現
在
活
躍
中
の
有
名
人
を
は
じ

め
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
や
E
・
T
な

ど
と
い
っ

た
テ
レ
ビ

や
映
画
の

主
人
公
な

ど
が
「
折

り
顔
」
の

作
品
と
な

り
登
場
し

て
い
ま

す
。

　

著
者
は

「
折
り
顔
」
に
つ
い
て
「
そ
の
人

の
特
徴
を
し
っ
か
‐
ソ
と
ら
え
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。

　

ど
の
作
品
も
髪
型
か
ら
顔
の
輪

郭
や
ほ
く
ろ
の
位
置
、
し
わ
一
本

に
至
る
ま
で
、
そ
の
人
の
顔
の
特

徴
が
見
事
に
表
現
さ
れ
、
見
て
い

る
だ
け
で
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ

て
き
ま
す
。

　

折
り
紙
の
楽
し
さ
は
、
紙
さ
え

あ
れ
ば
平
面
的
な
も
の
か
ら
立
体

的
な
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

を
作
り
出
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
は
、
作
品

を
見
て
い
る
よ
り
も
、
自
分
で
実

際
に
折
っ
た
ほ
う
が
よ
り
楽
し
い

も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
本
の
巻
末
に
七
人
分
の
折

目
ソ
顔
の
作
り
方
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
参
考
に

「
折
り
顔
」
の
創
作
に
も
挑
戦
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

『折り顔』

松尾貴史著㈱リトル・モア刊
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先
日
「
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ー
イ
ン
ー
レ
ジ

デ
ン
ス
」
の
実
行
委

員
を
募
集
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
体
ど

の
よ
う
な
内
容
な
の
で
し
ょ
う
か
。

詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
内
女
性
）

A

　

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
ー
レ
ジ
デ
ン
ス
」

と
は
、
芸
術
家
（
ア

－
テ
ィ
ス
ト
）
が
一
定
期
間
、
地

域
に
滞
在
（
レ
ジ
デ
ン
ス
）
し
て

創
作
活
動
を
行
う
こ
と
で
す
。

私暫大数

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
●
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
つ
て
何
で
す
か

　

地
域
に
滞
在
す
る
芸
術
家
と
そ

こ
に
住
む
人
だ
ち
と
が
、
創
作
活

動
な
ど
を
通
し
て
お
互
い
に
交
流

す
る
こ
と
で
、
新
し
い
文
化
の
創

造
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

事
業
は
ま
ず
実
行
委
員
会
を
つ

く
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
実

行
委
員
会
で
は
、
大
野
に
ふ
さ
わ

し
い
創
作
テ
ー
マ
の
検
討
や
大
野

に
招
く
芸
術
家
と
そ
の
活
動
場
所

の
選
定
な
ど
の
ほ
か
、
事
業
全
体

の
企
画
や
運
営
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
全
般
に
わ
た
っ
て

助
言
を
し
て
も
ら
う
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
は
、
福
井
県
出
身
で
世
界
的

に
有
名
な
彫
刻
家
の
土
屋
公
雄
さ

ん
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ー

イ
ン
ー
レ
ジ
デ
ン
ス
」
に
関
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
公
開
討
論
会
）
を

開
催
す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
人

に
こ
の
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

34咄咄・

ソ
バ
づ
く
り
で
農
林
水
産
大
臣
賞

庭
栄
4
0
さ
ん
（
五
十
八
歳
．
森
政
領
家
）

　

森
政
領
家
の
庭
栄
治
さ
ん
は
、

日
本
蕎
麦
（
ソ
バ
）
協
会
が
主
催

し
て
い
る
全
国
そ
ば
生
産
優
良
地

区
表
彰
事
業
の
「
農
家
の
部
」
で
、

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
二
十
年
以
上
に
わ
た

り
、
高
品
質
・
高
収
穫
の
ソ
バ
づ

く
り
に
努
め
た
こ
と
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
、
北
陸
で
は
初
め

て
こ
と
で
す
。

　
　

「
ソ
バ
づ
く
り
で
最
も
気
を
使

う
の
は
、
畑
の
排
水
で
す
。
良
い

ソ
バ
を
育
て
る
に
は
、
や
は
り
水

は
け
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

毎
年
畑
の
溝
掘
リ
だ
け
は
、
念
入

り
に
行
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　

庭
さ
ん
が
ソ
パ
づ
く
り
を
始
め

た
の
は
、
昭
和
五
十
五
年
ご
ろ
の

こ
と
。
当
時
栽
培
し
て
い
た
タ
バ

コ
の
転
作
と
し
て
何
気
な
く
作
り

始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
種

の
ま
き
方
や
育
て
方
な
ど
を
少
し

ず
つ
工
夫
す
る
う
ち
、
今
で
は
約

三
訟
の
畑
で
、
約
八
十
俵
も
の
収

穫
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
反
収
（
面
積
あ
た
り
の
収

量
）
平
均
よ
り
、
約
二
割
も
多
く

収
穫
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
も
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、

夕
立
で
畑
が
全
滅
し
た
こ
と
や
、

降
雪
で
実
が
す
っ
か
り
落
ち
て
し

ま
っ
た
こ
と
な
ど
、
何
度
か
苦
い

経
験
も
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

「
毎
年
、
天
候
や
気
温
の
変
化

に
は
苦
労
さ
せ
ら
れ
ま
す
ね
。
で

も
、
こ
れ
か
ら
も
工
夫
を
重
ね
良

い
ソ
バ
が
た
く
さ
ん
採
れ
る
よ
う
、

頑
張
り
ま
す
よ
」
と
力
強
く
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
出
さ
れ
た
意
見

や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言
な
ど
を

参
考
に
、
実
行
委
員
会
で
今
後
の

企
画
や
運
営
な
ど
を
検
討
し
て
行

く
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
文
化

振
興
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
文
化
振
興
室
長
）

問
い
合
わ
せ
先
文
化
振
興
室

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4
7
） 匝E極廼迂回1感1講演会況r愚岡

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
ま

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
暑
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
I
－

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

゛
お
知
ら
せ

．
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　

養
成
講
座

’
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
大
野

日
時
1
2
月
5
巨
困
・
6
巨
困
・

　

8
R
9
・
1
2
巨
木
・
1
3
ほ
困
・

　

1
5
巨
害
（
全
6
回
）

　

い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～

場
所
平
成
大
野
屋

参
加
料
無
料

そ
の
他
1
2
月
8
日
酋
・
1
5
り
害

　

は
、
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

　

の
実
地
研
修
を
予
定

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

（
社
）
大
野
市
観
光
協
会
（
豊

　

6
5
・
5
5
2
1
）

冬の備えは大丈夫ですか？

雪に備える週間
12月1日～7日

　

快適な冬は、一人ひとりの協力から。冬を

迎えるにあたってのルールやマナーについて

みんなで話し合い、協力して雪対策を進めま

しょう。



呼べり1ト吹り？？1り

　

10月下旬から11月中旬にかけて、市内各地で

さまざまなイベントが行われ、多くの市民や観光

客でにぎわいました。

1顎而画＼m＾w2001＊jおのf誕i砺どデ

n月岡Sm奪三印邱筋fill・）j

11月面・11白農産物冨評会i血涙ヌ（）j）・

駅伝で快汗

mi蛎硲m匹W

扱月面白つ岳第面白奥絢哨琵IJW：

　

奥越ふれあい公園を中心に駅伝大会が行われ、

多くの市民らが健脚を競い合いました。

動物たちも冬支度

11月に入り恒例となっている、動物たちの引っ越しが

行われました。

乱助9回’¨Uf“‘j｀砂

　　　　　

ilI工丿・

四百girilii＾pg＾

話箇回也場秘書広報課広報広聴係L66・1111



箱詰回底万易

キムラ・リサブロー展開催

　

ニューヨーク在住の画家で、世界的に高い評価を

得ている木村利三郎さんの来日記念展が10月21日

～28日にかけて、有終会館で開催されました。期

間中、木村さんの講演会も開催され、会場は熱心な

美術ファンでにぎわいました。

入館1万人を達成

　

本願清水イトヨの里の入館者が10月25日、1万

人を超えました。これは開館して89日目の達成で、

予想していた倍以上のペースです。見事1万人目と

なった滝潭道－さん（敦賀市）には、教育長から認

定証と年間パスポート、記念品が贈られました。

9全で明るいまちへ

　　

「暴力追放福井県民大野大会」が11月7日、文

化会館で開かれました。県内各地から約700人

が集まり、安全で明るいまちづくりに向け、暴力

追放を誓い合いました。

吉年市長が一堂に

　

全国青年市長会の総会が10月26日、文化会館で

開かれました。総会には49歳までに当選した全国

各地の青年市長約20人が出席。市町村合併や地方

分権時代のまちづくりのあリ方などについて話し合

いました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

12月

薬
草
風
呂
無
料
開
放市

民
課

　

寒
い
こ
の
季
節
、
薬
草
風
呂
に

つ
か
っ
て
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

日
時
1
2
月
2
2
回
3
）

　
　
　

午
後
3
時
～
8
時

場
所
市
内
の
公
衆
浴
場
6
会
場

　

東
湯
・
改
盛
湯
・
亀
山
湯
．
牛

　

ユ
ー
ピ
ー
湯
・
白
山
湯
・
日
乃

　

出
湯
（
五
十
音
順
）

問
い
合
わ
せ
先
市
民
課
国
保
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
5
1

1
2
月
は
不
法
投
棄
等

　

防
止
啓
発
月
間
で
す

生
活
環
境
課

　

最
近
、
粗
大
ご
み
や
建
設
廃
材

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
廃
棄
物
の
、
河

川
や
山
林
な
ど
人
目
に
付
き
に
く

い
場
所
へ
の
不
法
投
棄
が
増
え
て

い
ま
す
。
不
法
投
棄
を
無
く
す
た

め
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
監
視

役
と
な
り
、
大
野
の
美
し
い
自
然

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
監
視
す

る
た
め
、
県
・
市
・
警
察
が
監
視

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
、
次

の
機
関
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

・
市
役
所
生
活
環
境
課
（
L
6
6
・

　

1
1
1
1
）

・
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
豊

　

6
6
・
2
0
7
6
）

・
大
野
警
察
署
（
豊
6
5
・
0
1
1
0
）

償
却
資
産
の
申
告
は

　
　

1
月
3
1
日
ま
で
に

税
務
課

　

1
月
1
日
現
在
に
所
有
す
る
事

業
用
償
却
資
産
に
対
し
て
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
市
内

に
該
当
す
る
資
産
を
保
有
も
し
く

は
貸
し
付
け
て
い
る
法
人
や
個
人

は
、
地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
で
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
資
産
は
、
法
人
税

法
ま
た
は
所
得
税
法
に
基
づ
く
所

得
の
計
算
上
、
減
価
償
却
費
と
し

て
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
人

さ
れ
る
機
械
・
器
具
・
装
置
・
備

品
・
車
両
・
運
搬
具
・
構
築
物
な

と
で
す
。

　

期
限
の
1
月
3
1
ほ
困
ま
で
に
必

ず
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
税
務
課

　

資
産
税
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
2
6
）

東
二
番
町
家
住
宅
の

　

第
二
次
入
居
者
募
集

募
集
戸
数
若
干

規
格
2
L
D
K
．
4
D
K

家
賃
月
額
4
万
8
8
0
0
円
～

　
　
　
　
　
　

ワ
万
4
0
0
0
円

資
格
同
居
の
親
族
を
有
す
る
人

　

▽
世
帯
全
体
の
所
得
が
一
定
の

　

基
準
範
囲
の
人
▽
世
帯
全
体
で

　

市
税
滞
納
が
な
い
こ
と

そ
の
他
事
前
の
見
学
可
能

申
込
締
切
日
1
2
月
1
4
R
粂

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
容

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
5
2
）

一
人
間
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ市民

課

　

市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
疾
病

の
早
期
発
見
と
予
防
の
た
め
、
3
0

歳
以
上
7
0
歳
未
満
の
人
を
対
象
に

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
診
期
間
平
成
1
4
年
3
月
3
0
日

　

①
ま
で

申
込
締
切
日
平
成
1
4
年
1
月
3
1

　

巨
困

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

民
課
国
保
係
（
容
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
5
8
）

第
3
号
被
保
険
者
の

　
　
　
　
　

届
け
出
を

市
民
課

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
人

し
て
い
る
人
の
扶
養
と
な
っ
て
い

る
配
偶
者
は
、
市
役
所
に
届
け
出

る
こ
と
で
「
第
3
号
被
保
険
者
」

と
な
り
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

か
ら
「
第
3
号
被
保
険
者
」
の
保

険
料
分
が
支
払
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

た
だ
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
人
し
て
い
る
人
が
転
職
や
退

職
を
し
た
り
、
「
第
3
号
被
保
険

者
」
に
な
っ
て
い
る
人
が
就
職
を

し
た
と
き
な
ど
は
、
届
け
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
民
課
年
金
係

　

（
豊
5
6
・
1
1
1
1
内
線
4
5
5
）

交通
安全

剱
r

飲
酒
運
転
追
放

　

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け

て
、
忘
新
年
会
な
ど
で
お
酒
を

飲
む
機
会
が
増
え
る
の
で
は
。

　

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
増

え
る
の
が
飲
酒
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
。
毎
年
こ
の
時
期
に
は
、

全
国
で
た
く
さ
ん
の
悲
劇
が
起

き
て
い
ま
す
。

　

お
酒
は
、
ほ
ん
の
少
量
で
、

運
転
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

平
衡
感
覚
が
鈍
リ
、
気
が
付

か
な
い
う
ち
に
対
向
車
線
に
は

み
出
し
た
り
、
視
覚
の
衰
え
か

ら
歩
行
者
や
ほ
か
の
車
を
見
落

と
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

大
変
危
険
で
す
。

　

ま
た
お
酒
を
飲
む
と
、
気
が

大
き
く
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
減
速
や
停
止
、
発
進
な

ど
が
面
倒
に
な
り
、
信
号
や
I

時
停
止
を
無
視
す
る
こ
と
や
急

ハ
ン
ド
ル
・
急
ブ
レ
ー
キ
な
ど

の
乱
暴
な
運
転
と
な
る
ケ
ー
ス

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

「
乗
る
な
ら
飲
む
な
。

　
　
　
　

飲
ん
だ
ら
乗
る
な
」

　

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

年
末
年
始

　
　

交
通
安
全
市
民
運
動

　

平
成
1
3
年
1
2
月
1
1
日
（
火
）

　
　
　
　
　

”

　

平
成
1
4
年
1
月
1
0
日
（
木
）



●INFORMATION

介
護
保
険
の
説
明
会

　
　
　
　
　
　

高
齢
福
祉
課

日
時
1
2
月
2
2
貝
害
午
後
2
時
～

　

4
時

場
所
あ
っ
宝
ん
ど

内
容
介
護
保
険
制
度
の
説
明
や

　

制
度
の
利
用
と
事
業
所
の
現
状

　

な
ど
に
つ
い
て

助
言
者
池
端
幸
彦
さ
ん
（
武
生

　

市
池
端
病
院
院
長
）

参
加
費
無
料
（
た
だ
し
説
明
会

　

終
了
後
、
あ
っ
宝
ん
ど
の
施
設

　

を
利
用
す
る
場
合
は
、
別
途
人

　

館
料
が
必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ
先
高
齢
福
祉
課
介

護
保
険
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1

内
線
4
7
7
）

初
め
で
の
パ
ン
作
り
講
座

　
　
　
　
　

大
野
商
工
会
議
所

日
時
1
2
月
1
5
り
害
午
後
1
時
3
f
o

　

分
～
5
時

場
所
有
終
会
館

内
容
基
本
的
な
ロ
ー
ル
パ
ン
の

　

作
り
方
な
ど
（
発
酵
時
間
を
利

　

用
し
て
、
簡
単
な
お
菓
子
作
り

　

も
行
い
ま
す
）

講
師
田
中
員
理
子
さ
ん

対
象
パ
ン
作
り
が
初
心
者
の
小

　

学
生
以
上
の
市
民
（
小
学
校
低

　

学
年
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
1
5
人

参
加
料
2
0
0
0
円
（
材
料
代
）

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
・
筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
野
商
工
会
議
所
（
豊
6
6
・
1

　

2
3
0
）

ごみ減量・資源の有効活用へ

　　　

ご利用ください

豆ご魏盤雖紀式ど

　

Jλ滋図励這箇回

問い合わせ先

　

市役所生活環境課環境保全係

　　

（豊66・1111内線462）

悩みごとの相談は

　　　　　

人権擁護委員まで

　

12月4日から10日までは「人権週間」です。

　

人権擁護委員は、家庭内や近隣とのもめごと、いやが

らせ、いじめなどの相談に応じています。相談は無料で、

相談者の秘密は固く守られます。

　

毎月第1、第3木曜日の午後1時30分から午後3時30

分まで有終会館別館で

特設人権相談所を開設

しています。気軽に相

談してください。

人権擁護委員

多田正則（伏石a67・1491）

松田まつ枝（要町豊66・2471）

堂東昭子（中野a66・3710）

松田八重子（城町豊66・5534）

上田輝司（森政領家容65・1791）

廣瀬円昌（蕨生豊65・4024）※敬称略

ギ
タ
ー
教
室
生
徒
募
集

　
　
　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

初
心
者
を
対
象
と
し
た
ギ
タ
i

教
室
。
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
平
成
1
4
年
1
月
1
6
R
爾
イ

　

3
月
刀
言
⑥
（
全
1
2
回
）

時
間
A
コ
ー
ス
午
後
7
時
～
8

　

時
▼
B
コ
ー
ス
午
後
8
時
～
9

　

時
（
各
コ
i
ス
そ
れ
ぞ
れ
6
人

　

ず
つ
に
分
か
れ
て
講
習
）

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容
コ
ー
ド
の
押
さ
え
方
や
曲

　

の
演
奏
な
ど

講
師
出
口
大
造
さ
ん

定
員
先
着
1
2
人
（
ア
コ
ー
ス
テ

　

ィ
ツ
ク
ギ
タ
ー
を
持
参
で
き
る

　

初
心
者
）

申
込
締
切
日
平
成
1
4
年
1
月
7

　

R
面

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
容
6
5
・

　

7
2
2
1
）

ふ
る
さ
と
ふ
く
い

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集

　
　
　
　
　

県
生
活
企
画
謹

　

県
で
は
、
来
年
2
月
7
巨
困
に

2
0
回
目
を
迎
え
る
「
ふ
る
さ
と
の

日
」
を
記
念
し
て
、
「
ふ
く
い
お

国
自
慢
～
ふ
る
さ
と
ふ
く
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

あ
な
た
が
自
慢
に
思
う
ふ
く
い

の
良
い
と
こ
ろ
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

託
し
て
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
規
定

こ
ふ
る
さ
と
ふ
く
い
を
テ
ー
マ
に

　

し
た
も
の
で
、
全
国
に
自
慢
し

　

た
い
自
然
・
風
習
・
文
化
・
心

　

温
ま
る
人
情
や
言
葉
を
、
色
紙

　
　

（
（
¨
／
）
7
（
‥
／
）
ミ
リ
χ
（
ソ
L
4
（
‥
／
）
ミ
リ
）
に

　

絵
ま
た
は
写
真
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

の
両
方
で
表
現
。

・
色
紙
1
枚
に
つ
き
1
作
品

※
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ

　

ん
。
応
募
に
か
か
る
経
費
は
、

　

応
募
者
負
担

応
募
方
法
各
公
民
館
、
市
行
政

　

資
料
室
に
置
い
て
あ
る
所
定
の

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、
一
T
9
1
0
－
8
5
8
0

　

福
井
県
県
民
生
活
部
生
活
企
画

　

課
あ
て
に
送
付
。
（
住
所
記
入

　

不
要
）

※
封
筒
に
「
ふ
る
さ
と
ふ
く
い
メ

　

ツ
セ
ー
ジ
」
と
記
入

応
募
締
切
日
1
2
月
荷
只
ｗ
（
当

　

日
消
印
有
効
）

入
賞
ふ
る
さ
と
大
賞
1
点
（
賞

　

状
と
賞
金
3
万
円
）
▼
ふ
る
さ

　

と
賞
5
点
（
賞
状
と
賞
金
1
万

　

円
）
▼
佳
作
2
0
点
（
記
念
品
）

そ
の
他

　
　

審
査
は
1
月
上
旬
に
行
い
、

　

結
果
に
つ
い
て
は
応
募
者
本
人

　

に
書
面
で
通
知
。

※
入
賞
作
品
は
、
平
成
1
4
年
中
に

　

行
わ
れ
る
他
の
イ
ベ
ン
ト
に
使

　

用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
福
井
県
県
民
生

　

活
部
生
活
企
画
課
（
豊
0
7
7

　

6
・
2
0
・
0
2
8
6
）

工業統計調査、石油等消費構造統計調査

　　　

平成13年12月31日

ご協力をお願いします。

　

12月31日は工業統計調査、石油等消費構造統計調査

の日です。調査票が届いたら、同封された「調査票記

入のしかた」をご覧の上、漏れなく記入ください。ご

協力をお願いします。

経済産業省．福井県・大野市
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富
嶋
の
石
蔵
辰
男
さ
ん
（
六
十
一
歳
）
の

宝
は
、
登
山
道
具
の
ピ
ッ
ケ
ル
で
す
。
こ
れ

は
、
凍
っ
た
急
斜
面
や
強
風
が
吹
く
尾
根
、

主
に
雪
山
を
登
る
と
き
な
ど
に
し
っ
か
り
と

し
た
体
勢
を
保
つ
た
め
に
使
う
も
の
で
す
。

　

ピ
ッ
ケ
ル
は
イ
タ
リ
ア
製
で
、
長
さ
は
約

七
十
弩
。
木
製
の
柄
の
先
端
に
は
つ
る
は
し

の
よ
う
な
金
具
が
付
い
て
い
ま
す
。
標
高
三

千
μ
以
上
も
あ
る
高
い
山
だ
け
で
は
な
く
、

冬
に
荒
島
岳
や
飯
降
山
な
ど
を
登
る
と
き
に

も
、
必
ず
持
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　
　

「
昭
和
三
十
六
年
に
約
六
千
五
百
円
で
買

い
ま
し
た
。
当
時
の
給
料
で
約
一
ヵ
月
分
も

し
た
ん
で
す
よ
。
も
う
少
し
安
い
の
も
あ
り

ま
し
た
が
、
丈
夫
で
し
っ
か
り
し
た
の
が
欲

し
い
と
思
い
こ
れ
に
決
め
ま
し
た
。
雪
崩
や

天
候
の
急
変
な
ど
何
が
起
る
か
分
か
ら
な
い

雪
山
で
は
、
信
頼
で
き
る
道
具
が
一
番
で
す

か
ら
ね
」

　

購
入
後
、
北
ア
ル
プ
ス
や
八
ヶ
岳
な
ど
県

内
外
の
山
を
い
く
つ
も
登
っ
た
石
蔵
さ
ん
。

辱
思
い
出
の
ピ
ッ
ケ
ル

石
蔵
辰
男
さ
ん
（
富
嶋
）

中
で
も
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
山
は
、
長

野
県
と
岐
阜
県
に
ま
た
が
る
西
穂
高
岳
だ
そ

う
で
す
。
真
新
し
い
ピ
ッ
ケ
ル
を
手
に
、
た

っ
た
一
人
で
挑
戦
。
雪
と
寒
さ
に
耐
え
な
が

ら
目
指
し
た
山
頂
で
は
、
雲
ひ
と
つ
な
い
快

晴
と
三
百
六
十
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
迎
え
て

く
れ
た
そ
う
で
す
。

　
　

「
四
十
年
近
く
も
経
ち
ま
す
が
、
あ
の
と

き
の
景
色
だ
け
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん

ね
。
そ
の
あ
と
も
十
年
以
上
は
、
山
に
登
っ

て
い
ま
し
た
よ
。
で
も
家
族
が
増
え
て
く
る

と
、
だ
ん
だ
ん
足
が
遠
の
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
自
宅
の
庭
先
か
ら
奥
越
の
山
々
を
見
て

い
る
と
、
あ
の
こ
ろ
が
本
当
に
懐
か
し
い
で

す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
楽
し
み
は
、
孫
が
大
き

く
な
っ
た
と
き
に
、
一
緒
に
山
を
登
る
こ
と

で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

11月1日現在 前月比

世帯数 11．899世帯 十8世帯

人□ 40，500人 －19人

内訳
男 19，400人 十2人

女 21，100人 －21人

10月中の異動
転入 49人 出生 30人

転出 ワO人 死亡 28人

市内の交通事故状況（9ヵヽ6・a）

件数内訳
平成13年
10月末

平成12年
10月末

比較

総イ牛数 581件 545件 十36件

人身

事故

件数 146イ牛 141件 十5件

死者 2人 3人 －1人

傷者 181人 1ワ2人 十9人

物損事故 435件 404イ牛十31件

表
紙
の
こ
と
ば

　

1
0
月
2
4
日
有
終
会
館
で
行
わ

れ
た
「
第
十
一
回
そ
ば
祭
」
。

今
回
初
め
て
行
わ
れ
た
「
素
人

そ
ば
打
ち
大
会
」
で
は
市
内
外

か
ら
十
人
が
参
加
し
日
ご
ろ
の

腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
水
回

し
▽
こ
ね
▽
の
ば
し
▽
切
り
・
：

な
ど
愛
好
家
た
ち
の
見
事
な
腕

前
に
、
会
場
か
ら
さ
か
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た

編
集
後
記

　

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

思
い
出
さ
れ
る
の
が
大
掃
除
。

机
の
中
は
未
整
理
の
原
稿
や
書

類
、
写
真
な
ど
、
ど
れ
か
ら
手

を
つ
け
て
よ
い
も
の
や
ら
頭
を

抱
え
て
し
ま
い
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
片
付
け
る
こ
と
が
一
番
だ

と
は
知
り
な
が
ら
も
、
つ
い
つ

い
・
：
今
年
も
こ
の
ま
ま
年
越
し

を
迎
え
そ
う
で
す
（
養
）

／1眠見i号

　

あ
る
秋
の
一
日
、
社

内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
内
容
を
め
ぐ
り
、
あ

あ
で
も
な
い
こ
う
で
も

な
い
と
、
な
か
な
か
決

ま
ら
な
い
こ
と
が
あ
つ

た
。
こ
れ
ま
で
秋
の
行
事
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

と
い
う
の
が
恒
例
な
の
だ
が
▼
今
年
は
と
い
う

と
、
今
や
狂
牛
病
騒
動
で
全
国
的
に
牛
肉
離
れ

が
続
い
て
い
る
。
政
府
か
ら
安
全
宣
言
は
出
て

い
る
も
の
の
、
本
当
に
大
丈
夫
か
と
心
配
な
人

も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
買
い
物

に
出
か
け
た
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
、
肉
は
も
ち
ろ

ん
原
材
料
に
使
用
さ
れ
て
い
る
物
ま
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
の
は
、
き
っ
と
私
だ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
そ
ん
な
状
況
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と

い
う
の
だ
か
ら
無
理
は
な
い
▼
後
日
、
賛
否
両

論
は
あ
っ
た
が
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
。

私
た
ち
の
部
署
か
ら
は
全
員
が
参
加
で
き
た
こ

と
も
あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
一
日
と
な
っ
た
。

幹
事
の
者
も
気
を
使
っ
た
よ
う
で
、
牛
肉
は
少

な
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
や
は
り
私
は
食
べ

ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
私
を
見
て
「
わ
れ
わ

れ
中
年
層
の
者
は
、
長
い
間
牛
肉
を
食
べ
て
免

疫
が
で
き
て
い
る
か
ら
安
心
だ
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
気
に
か
か
る
。
果
た
し
て
事
実
は
▼
こ

ん
な
ふ
う
に
秋
の
一
日
を
の
ん
び
り
過
ご
し
て

い
た
が
、
国
外
で
の
出
来
事
を
思
う
と
心
が
痛

む
。
期
待
を
持
っ
た
二
十
一
世
紀
で
は
あ
る
が

国
内
外
で
暗
い
話
題
ば
か
り
が
続
い
て
い
る
。

二
〇
〇
二
年
は
小
さ
く
て
も
よ
い
が
明
か
り
を

見
つ
け
た
い
も
の
だ
。
わ
が
家
で
も
雪
囲
い
を

済
ま
せ
、
冬
支
度
も
整
っ
た
。
新
し
い
年
に
向

か
っ
て
、
一
歩
一
歩
・
：
（
小
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
S
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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